
尼御前スマート IC 社会実験の概要 

（１）ｽﾏｰﾄ IC 社会実験の目的・内容 

日本の高速道路が利用されにくい理由

の一つに、隣接する IC と IC の距離が長

いこと（平均約１０km）が挙げられます。

そこで、国土交通省では、既存の高速道

路の有効活用や地域経済の活性化を推進

するため、建設費や管理費を削減できる

スマート IC（ETC 専用ＩＣ）の導入を検

討しています。 

本実験は、一般道に容易に接続可能な

既存のＳＡ・ＰＡにＥＴＣ専用の仮設出

入り口を設置し、スマート IC 運営上の課

題等を把握するものです。 

 

①観光の利便性の拡大、高速自動車道の利用促進を把握 

・加賀温泉郷及び周辺観光地の回遊ルート等、観光の利便の拡大を把握 

・日常生活等における高速道路利用促進効果を把握 

②今後のｽﾏｰﾄＩＣの円滑な導入を図るため、整備・運営上の課題を把握 

・ｽﾏｰﾄ IC から目的地（観光名所等）へ向かう場合の案内性、IC 周辺の交通への

影響等を把握 

・恒常的ｽﾏｰﾄ IC 設置を視野に入れ監視員、誘導員の人員配置等を含む運営上の

低コスト化を検討 

（２）経 緯 

平成１６年４月６～２３日 国土交通省が候補箇所を募集 

平成１６年６月１８日   全国の実験候補箇所として３５箇所を登録と発表 

平成１６年６月２５日   第１回尼御前ＳＡスマートＩＣ地区協議会設立準備会 

平成１６年７月２２日   第２回尼御前ＳＡスマートＩＣ地区協議会設立準備会 

平成１６年９月 ３日   社会実験実施を国土交通省に申請 

平成１６年１１月１１日  尼御前ＳＡスマートＩＣ社会実験  採 択 

平成１７年４月１２日   第１回尼御前ＳＡスマートＩＣ地区協議会開催 

 

（３）実験終了後の対応 

●交通量調査や利用者アンケートなどの結果から、尼御前ＳＡにおけるスマートＩＣ 

設置効果を検証し、公表します。 

 

（ご利用上の注意） 

  ●簡易なETC出入口のためスマートICではETCゲートの前で必ず一旦停止が必要です。 

  ●ご利用にあたっては、ETC 車載器にカードを挿入して通行して下さい。 

●ETC カードのみのご利用はできません。 

  ●天候や機器故障等、道路管理上、予告無しにスマート IC を閉鎖する場合がございま

すのでご了承ください。 
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